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悲劇詩人における－Sis名詞の用法  
柳 沼 重 剛  
1  
－Sis名詞とは勿論、本来いわゆるnomenactionisとして動詞から一動  
串鋸こ－Sisという接尾辞をつけることによって一派生した抽象名詞である。実  
は私が意図しているのは、－Sisばかりでなく、同じく動詞から派生する－m且、  
あるいは形容詞に発する－iaというような抽象名詞の使い方を、古典ギリシア  
の文献すべてについて調べることなのであるが、今それを－Sisのみに限ったの  
は、ひとえに時間と紙の制約のためであって他に理由はない。対象を悲劇のみ  
に限ったのもほぼ同じ理由からで、悲劇に特別の－Sis名詞の用法を期待してい  
るわけではない。参照するだけなら、前4世紀はじめまでの代表的作家という  
ことにする。韻文ならばアリストバネースの音劇まで、散文ならプラトーンや  
クセノポーンの作品までである。   
また、私が調べたいと思っているのは、語形論や語粂論の立場からではなく  
（それならすでに十分な成果が挙げられていて、主要な文法書を見れば詳しく  
学ぶことができる1））、Syntax上の問題である。もう少し詳しく言えば、この  
抽象名詞の‘periphrastic’な使い方、つまり、この抽象名詞の派生源になっ  
ている動詞を（場合によっては使えば使えるのに）使わずに、この抽象名詞と他  
の動詞で旬を成してClause と同じ機能を果させたり、前置詞を伴って副詞節  
の機能を果させたりしているような文例である。例を挙げよう。ホメーロスの  
『イーリアス』第2巻380でアガメムノーンが言う、「もし我らが心を一にして  
計りめぐらすならば、0占〟む’ざ方£打αrβ即～りん‘坤ス叩ど9〟α斤〃∂ざ♂α∈丁α‘・」つまり  
「トロイア軍に禍の猶予はないであろう、」つまり「トロイア軍に対して禍（の  
訪れる日）を遅らせはすまい、」もっと翻訳らしく言えば「一時の猶予もあらせ  
ず禍を贈ることになろうよ山晶頑和明の元の動詞はぁαβdエス山だが、ホメー  
ロスはこの動詞の方をもよく使っている（ただし普通は中動相で）。それの例も  
【91］   
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挙げておくと、今の箇所の少しあとの所で（JJ・2・436）ネストールがアガメム  
ノーンに全軍の勢揃いを熱心に進言しつつ、「もはやこれ以上議論するのはよ  
そう、〃卵’拓∂ヮp∂リ／d〃βα兢恒免租叩・－もういつまでも仕事を延ばすの  
もやめよう。」もちろん詩だから韻律ということがある。ホメーロスだから決  
まり文句ということもある。しかし意味だけなら、dリ卯月叩‘ど0∂〟g♂げ打α‘と  
言っても 〃ヰ軸ヨαスエd〃eβα と言ってもそれほど適わない。－アイスキュロ  
ス『ァガメムノーン』1299で、カッサンドラーが「逃れるすべはありません」  
（0占方言折，＆れ∈‘9）」と言っているのは、例えばホメーロス『オデュッセイアー』  
19．558で0∂∂‘〟言叩β血即0＝αh痢耶d粛知 と言われているのと実質的  
には同じである。勿論、∂∂ぷ言腔’ぷん如と言えば非人称で、非人称だから、今、  
誰それが、逃げることができない、と言っているのではなく、一般論として、  
（かかる状況の下では）誰にとっても、逃げるすべというものは、およそ、ない、  
という意味合いになる。これは話し手の状況認識のあり方や話し手の気持の表  
し方として重要で、だから読む側がそれをいい加減にすませてはいけない、と  
いうこともそのまま認める2）。しかし実質的には同じだとは言えるだろう。   
所で、今のβdリα丁ル斤α～〟和耶djJ録だが、実はこの虔ス抽どという述語動  
詞ほ、ホメーロスの駄まり文句ではdス碓αr というアオリストの不定詞にする  
方が慣例で、例えば『イーリアス』21．565：0鮎£丁’g方∈打’gαTα‘βdリαTO＝α～  
〟軸α9dス占紬というのがあるが、ここまで来れば、この不定詞正絹知を－Sis  
名詞∂ん如に置換え、そうなれば当然目的語♂dレαTO＝α～〝如α9はβαレd印り  
∬α～叩β0∂と属格にするのはもうー歩のことになる。動詞から派生した抽象名  
詞のはたらきは、不定詞と重なる部分が多いのである。   
前置詞と結びついて副詞節相当句を成す例としては、今はアイスキュロス  
『ァガメムノーン』826のみ頑㌧仇如舶肌‥払m は「プレイアデスが沈む頃」  
という意味だ、というのを一つだけ挙げておくに止める。   
以上のような次第だから、私が今やろうとしていることは、日本語で、「こ  
われた」と言うのと「破損が生じた」と言うのを比放するようなもので、「こ  
われた」と言えばすむ所を「破損が生じた」と言っているのか、「こわれた」と  
言ったのでは不十分で「破損が生じた」と言わなければいけないのかを考える  
のに似ている。この際どちらかと言えば「こわれた」の方が話し言葉風で、「破  
損が生じた」の方が書き言葉風であるのと同様、ギリシア語でも、単に動詞を  
使うよりは抽象名詞を含む句を使う方が書き言葉風のはずであり、ならば、口  
語的表現を多量に含むと言われている喜劇には、この－Sis名詞の用例は少ない   
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はずだという予測が立つ。  
2  
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以上のことを頭において、まずとりあえず各作家がどれぐらいの語数の－Sis  
名詞を使っているかを示したのが下の表である。これは語数の表であって延べ  
冨膏数（言い換えれば－Sis名詞が使われている箇所の数）ではない。それは註（ヰ）  
に示してある。  
ホメーロス   
拝情詩人  
アイスキュロス  
ソポクレース  
エウリービデース  
アリストバネース  
???
ー??）???
???
??
?
??
（?
?? （?
????
哲学者たち  
ヘーロドトス  
トウーキューデイデース  
プラトーン  
クセノポーン  
????????????????
説明を加える。抒情詩人は、現在刊行されているどの版によっても、一つの版  
で全部を凍えないので、Georgios Fatouro5，血鹿∬Uβ沌8γ餌Ⅲ凱′r♪裏庭rね－  
Chischen Lyrik（Heidelberg，1966）によって数えた。哲学者たちとはソーク  
ラテース以前の哲学者を指し、従ってDiehls－Kranz，刑■αg研創亡βゐrγor∫クー  
hratiher8（Berlin，1952）によっている。他は全部 0Ⅹford ClassicalText  
（OCT）による。   
括孤内の数字についてもー苦しておく。中央の点線から上、つまり韻文によ  
る作家たちに関して言えば、アイスキュロスを基準にして、アイスキュロスが  
ヰ6語の－Sis名詞を使っている（断片を含む現存作品の中で）のに対して、各作  
家がもしアイスキュロスと同じような－Sis名■詞の使い方をしたら何語の－Sis  
名詞を使うはずであるかを示している。勿論これはほんの目安以上の意味を持  
ってはいないけれども、目安としては役立つだろう。計算は次のようにしてあ  
る－OCTでホメ一口スは27，803行、アイスキコ．ロスは8，116行、ソポクレ  
ースは10，341行、エウリービデースは27，035行、アリストバネースは15，288  
行あるが、今仮にアイスキュロスの行数を1とすると、ホメーロス＝3．ヰ3、ソ   
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ポクレース＝1・27、エウリービデース＝3・33、アリストバネース＝1．88となる。  
そしてこれを係数としてアイスキュロスの46に掛けたのが括弧内の数字であ  
る。勿論叙事詩と悲劇・蕃劇では同じ一行でも長さが違うからそこに含まれる  
語数も適うが、それには日をつぶることにした。岬そこでホメ一口ス（158）  
というのは、もしホメーロスがアイスキュロスと同じように－Si8名詞を使うと  
したら、彼は158語使うはずだということであり、ソポクレースは58、エウ  
リービデースは153、アリストバネースは86の－Sis名詞を使うことになるは  
ずなのである。そこでホメーロスが（158）に対して実数37というのは、ホメ一  
口スはアイスキュロスに比べると大変に－Sis名詞の語彙が少い、4分の1以下  
に止まる、ということである。   
散文ではやはり OCTでヘーロドトスが糾8頁、トウーキューデイデース  
が636頁、プラトーンが2，873頁3）、クセノポーンが1，315貢である。仮にへ  
－ロドトスの真数を1とすると、トウキューデイデース＝0．75、プラトーン＝  
3．39、クセノポーン＝1・55となり、これを係数としてへ－ロドトスの111に掛  
けたのが括孤内の数である。   
拝情詩人と哲学者たちについてこの計算がなされていないのは、抒情辞は  
OCTが「選集」にすぎず、哲学者たちにはOCT版がないからである。   
この表を一見してすぐ気がつくことは、韻文よりは散文の方が多数の－Sis名  
詞を使っているようだということで、これは基本的な認識である。次に、先に  
もちょっと触れたように、ホメーロスの－Sis名詞の語彙はかなり少い（だから  
重要でないとは決して言えない）ことがはっきり分る。エウリービデースがア  
イスキュロスとの対比では153だのに実数が82というのも思いの他少い。思  
いの他というのは、エウリービデースという人は悲劇にいろいろと新しい試み  
をし、用語や文体にもそれが見られる人なのに、そのエウリービデースにして  
は、という意味である。アリストバネースに－Sis名詞が少いのは案の定と言う  
べきだろう。一散文では、トウーキューデイデースがへ－ロドトスの倍以上  
（比率において）の－Sis名詞を使っていることと、プラトーンが実数ではかな  
りの数の－Sis名詞を使ちていても、へ－ロドトスとつき合せてみると、想像す  
るほど多くはない、というのが注目を惹く。クセノポーンはこの時代の散文家  
としては－Sis名詞の語彙が少なすぎるのではないかと怪しまれる4）。   
なお、以上の作家たちに用いられた－Sis名詞の総数（延べ数ではない）は745  
語である。一方、P・Kretscbmer，月加島J戌頑gβ∫丁場巧γねr占〟CぁぁrgγfβC肋cゐ研  
S？rache3（G6ttingen，1962）に記載されている－Sis名詞の数は約4，600に上   
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る。この中にはLiddelトScotトJonesの辞書にさえ載っていない潜も少からず  
あるとは言え、今我々が上に挙げた－Sis名詞（これらはすべて紀元前ヰ世紀の  
はじめまでに使われたことがあると確認できる語である）が745に対してヰ，600  
とは余りにも多い。ということは、－Sis名詞というものは如何に前ヰ世期以降  
に大量に生産されたものかを示している。もっとも、その造語法を見ていると  
（これを見るのに最も良い手引は何と言っても今挙げたKretschmerの辞書）、  
とめどなくと言いたくなるほどぞろぞろと造られたと患えて来る。例えば  
垂血という動詞（これはホメ一口スにもすでにある）からαg押‘9（中動相に  
基く「選択」という意味ではピンダロス、能動相に基く「奪取」という意味で  
はへ－ロドトスが初出）ができ、それに接頭辞のついた∂Jα∠β紺‘ゞ（アイスキュ  
ロス）、勘函明（へ－ロドトス）、dリαJβe略（エウリービデース）、d甲α／β丘♂ど9（ヒ  
ッポクラテース）、〝α♂αJβe叩（デーモクリトス）ができ、ここまでは前5世紀  
／亡 だが、この後血βα／β£の9，打叩は／β£叩，釦りαり光仇吋，叩0α／β紺∫ゞ，汀α叩／β紺rゞ，叩一  
α／p紺吋と、主要な接頭辞はみな動員された感があるが、それでもまだ止まら  
ずにdリα／p£咽にもう一つ言方巨をつけて三万αリα／p£呵，∂どα／β£叩に〟α丁α－を  
つけて柑丁（Y∂‘α／p∈略等々と作られつづけ、こうして接頭辞を冠することによ  
って出来たα′〆〟からの－Sis名詞は22簡にまで及んでいる。ここまで束る  
と些か滑稽で、と言っては不謹慎なら、少くとも新語の遣り方がやや安直に過  
ぎるという感じは免れない、と言えが）。   
しかしここで是非共つけ加えておかなけれぼならないことが一つある。それ  
はプラトーンの－Sis名詞についてで、上で私はプラトーンの－Sis名詞の語彙  
が意外に少いと驚いたのだが、註（ヰ）に見る如く、その使用箇所数というのは  
断然他を圧して多く、へ一口ドトスの3倍以上の頻度でこれを使っている。所  
で、その351語の中、詩でも使われていたものは約50語しかなく、残りの300  
語は散文専用語彙であり、しかもその半数以上はプラトーン初出の静だという  
ことは覚えておかなくてはならない。ここから癒しがつくことは、プラトーン  
の－Sis名詞は様々の行為や状態を概念化するために次々に造られて行ったとい  
うことである。－このことを頭に入れておいて今度はプラトーンの－Sis窄．詞  
の箇所数、使用回数を調べてみると、これが計ヰ，039にもなった最大の理由は  
すぐ分る。というのは、〆略という一語を取ってみても、この一語だけで何  
と826箇所も占めている。これでは－Sis名詞全体の使用箇所数は膨れ上るわけ  
で、この他にα払β甲Jど，γんeα′曾，〟′叩叩，吋rど，符β∂餌，T‘時9，卯ん甲〃9（これ  
らはみな100箇所以上に現れる）、壷d岬叩パ：吋，叩才略∬咋叩，0～k叩‘9，冗0／り一   
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略（これらは50箇所以上に現れる）、それと先の〆咽とを合せてみると、  
ヰβ39箇所の過半数はこの14語で占められていることが分る。これらの語はす  
べてプラトーンの思考の中心にある概念を表す静であり、基本的な概念だから  
何度でも使われる。そしてここからもまた言えることは、前4世紀以降－Sis名  
詞の語彙が非常に多くなったについての最大の理由は、概念をより正確に言い  
表わすための新語、もしこれが医学のような専門分野ならばその専門用語とし  
て、－Sis名詞がどんどん造られたということにある。つまり語彙の増大は新し  
い概念の成立に応じたのであって、－8is名■詞、あるいは一般に抽象名詞の用法  
の暗には殆ど関係がないのではないかと疑われて来る。私の見当では、もし一  
人の作家が一つの－Bis名詞を、韻文なら5回以上、散文なら10回以上使って  
いるとしたら、その－Sisは概念を表す語で、私が以下で調べようとしている動  
詞的な要素を含んでいることほまずないと考えても安全である。伽）そこで本論  
に入る。  
3  
ほじめにも断わったように、ClalユSe相当旬を成す－Sis名詞のみをここでは  
拾う。その際、  
Al‥・SisがCOpulaないしはそれに類する動詞（舶r／r叩α‘，gPZ岬J  
など）の主語になっている場合。   
A2：一Si8が一般の動詞の主語になっている場合。   
A3：－Sisが文法上の要求から斜格になっている（例えば不定法の意味上の   
主語の対格）が、意味の連関から言えば主語的だというもの。   
Bl：－SisがLongの言う‘Auxiliary Verbs’く例えば冗0‘g甜や丁桝／上～）  
の目的語になっている場合。   
B2：－Sisが一般動詞の目的語になっている場合。   
B3：前置詞を伴って自動詞にかかっている場合。例えば∈～9一－αルgPZ叩α‘  
というように。   
Bヰ：属格支配、与格示配の動詞・形容詞の目的語で、意味の上ではB2に   
等しい場合。   
C＝ 副詞節相当旬（殆どの場合前置詞を伴って）   
D＝ －Sis名詞自身が属格となって他の名詞にかかって、AまたはBに準ず  
る意味を持っている場合。   
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という分類を当てはめてみることにする。   
まずアイスキュロス。  
1・戌r叩肌9：助刑 364▲〃が’£～9ぷr岬♂付言肋れ早速ながらこれなどはこ  
こに取上げるべきかどうか微妙な所で、んα叩んぴがすでに法律用語だから  
勒岬咽は当然法律用語であり、法律用語ならばすでに概念として成立してい  
るわけであり、その上出典が『ェウメニデス』とあっては、もう間違いなく用  
語に決っているが、それでもとにかく血α斤〆りαを使わずに琉牒昭棚ル親臨  
と言っているからB3。   
2・α7βざ叩：クF 779・α顆£♂ルr’g〃β∂∂／∂仙α～β；わ蝕Jあるいは ㌫巌州別  
という不定法による構文も可能な所だが、アイスキュロスにはその例はない。  
Bl。   
3．皮スu玩：』g1299．これは92頁に引合いに出した箇所6）。この語は古典  
期ではこれが唯一の使用例。あとはQuintu8Srnyrnaeu8に現れるのみ。Al。   
ヰ・∂ス仰の甘：』g 589・押轍肌紬肌パ兢…適あ壷m捌これはB2と  
して問題ないだろう。   
5．dリ血T（γ叩：上記と同じ。   
6・－：裁γ106＊・7）♂打‘げ〟ワ¢∈〃‘p♂α′ぐ‥・／打∂ス∈血て6血α卯血古称あ／－  
の巧押する都市が複数なのであ必打α仇吋も複数になっているが、これはあど一  
打T血α‘あるいは血α即かα‘という不定法と同じはたらきをしているのでB2。   
7．－：動∽ 648．「死に行く兵の血を土が放ったなら、ロ鈷付言げで’血d一  
折αげ‘9．」上記No．5の血血Tα咽よりこの方が語源に近い意味を持ってい  
て、一旦死んだ人間を血／即卯〟させることはできないのだと言っていてAl。  
しかしこの際、んね叩即 させることはできない、という言い方をするならど  
うしても1人称か2人称の複数、要するに人称表現をすることになろうが、そ  
れをあ必打αの9はあり得ないのだと非人称で言うと、ずっと端的な表現になる  
ことは間違いない8）。   
8．句碑如：PF 546．＊丁ね言甲α〟叩′αり軸ボ‘ゞ；「一日限りの着（人間）から  
どんな救いがあるのです？」と日本語にして「救い」なら既成概念だととれば、  
ここで取上げるには及ばない。それなら「人間からどう救われるのですP」と  
日本語にしたらどうなる？gげ丁‘を補ってAl。   
9．あ旬肋明：C伽）435＊．打α叩∂ど∂’あ／〟山♂ル和α丁£／グ古Jど・この方α叩Jどは  
目的語的属格、「父上をdT叩血したこと。」Ⅰ∋2。  
10．∂′α／押′ぐ：血〝Z 749・丁占〃多読臨めポβ仙丁印ん∂どα／β打払 この語は韻   
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文ではこの箇所一箇所限り、散文ではヘーロドトス以後それこそ頻りに用いら  
れる。従って現存する文献ではこれが初出ということになるが、現存する文献  
ではこれが初出でも、これ以前に「開票」という用語として成立していた可能  
性もあるわけだが、一応C。  
11．∂占咽：』g 826．先に92頁で例示したもの。C．  
12．錠βααJ9：軸 771＊・0鮎甜γん鋸T’伽0∂∂’∂リg〟β仰‘g卯PαTO訊 問題  
なく Al。  
13．∂汀／ん♂J9：5軸f132＊・ぎ打／ん♂‘り甲∂β叫∂汀／加ル∂／∂肌韻文、散文を通  
じて、前4世紀初までではこれが唯一例。B2。  
1ヰ．柑丁血Tα咽：4g 23・叩α岬柑りぷα～ズOPゐり〟αT如Tαげどり打0スス釦言り ′   
勘甲＝痺壷打岬押坤＝両川・頭明を柑βわT押∫させるというので、B2。  
15．裾翫‥励研 505・裾どル占打∂∂∂αん丁£〃∂ズ紬り／‥・汀α叩r叩£乙〃∂がヮが  
裾rαIし占汀0∂／∂叩‘したことを‥・というのでB2。ス称どはあとピンダロスに  
一度現れるのみ。  
16．‰甲明‥』g 350・花8スス血r＆βg♂βス伽丁かβ叩のリ吉日占囲ぃ．「多くのよ  
いことをんん押どすることを選んだ」ので召2－．9）。この語はホメ一口ス以来の  
詩語。散文ではプラトーンに前後4度見られるのみ。ただしClause相当旬を  
形成する名詞として用いられたのはこれが最初。  
17．打叩αん£咽：動椚 707・TαJ叩り〝きリg〝0殆汀叩αん紺ル／d即8‘仇知．動詞  
が言〟T亡んぴだから、例えば汀叩αん£♂‘り冗0（ヰααげ蝕‘（HdtZ・88）などと言うよ  
り「あまねく忠告する」のか「長々と値告する」のか、とにかく忠告の仕方に  
何らかのニュアンスが加わることは確かだが、いずれにせよ打叩か£♂αと言え  
る所を汀叩αん£げル∂がT∈”αと言っているのでB2。（c仁C加 903‥汀叩αル掩  
〝鋸∬αス恥）  
18．印度如：動rg 739・丁αXe最r，が鮎ズPり叩乱打β織9．汀β織ぐという語  
そのものはむしろこれより彼の時代に盛に使われるようになるが、このように  
gpズ叩α‘あるいは由呵拙（0α10・202＝10．568）と結びついて「実現された  
結果」を意味する例はむしろ前5世紀以前に限られるようである。Al。  
19・叩血明：タFlO87・g～9反物ユα腔血ルdリr′汀川Uリ．アイスキュロスは  
打d咽を11箇所で用いているが、辛うじてにせよClause相当句をなしてい  
る択血常はここだけ。B3。   
20・αん鮎略‥PF ヰ60・鍔中ロリα占TO殆r叩裡血ルで古拙り♂由叩．プロメー  
テクスが「俺は人間たち文字を釣棚坤脚して語を作る方法を見つけてやっ   
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た」と誇っている。文字を♂リリ丁／β脚ナる仕方はいろいろあるから♂ルβ‘げ£∫9  
と複数になっているが、この－Sisは不定法で置換え可能。B2。   
21・払∂∂∂咽：肋m 505．No．15と同一箇所。占方∂∂抑‘曾、意味は坤知と  
同じと見てよいが、これが韻文散文を通じての唯一例。しかも派生源たるべき  
動詞∂打0∂／∂叫JJは、ずっと後アリストテレースにはじめて現れる。B2。  
アイスキュロスのClause相当句に用いられた－Sis名詞は以上の通クであ  
る。彼の作品に現れる－Sis名詞46語94箇所のうち、19語21箇所である。9ヰ  
箇所中21箇所だから、－Sis名詞の釣22－％をアイスキュロスはClause相当旬  
に用いていることになる（参考までに挙げると、ホメーロスではこの比率は約  
23％である）。そして以上の内訳は、Al＝5，Bl＝1，B2＝11，B3＝2，C＝＝2  
であった。   
念のためにここから洩れた－Sis名詞を列挙して、ごく大まかな説明を加えて  
おく。－ぷ哩 976＊，4glO，ヰ77のβ線曾（この語はつねに「言葉」「噂」「知  
らせ」と具体的）－Cゐ0 452＊のβ血‘9（印南旭りβ壷似で「心の底に」）－  
アイスキュロスに7回現れる∂6qEg（全部「賜物」「恵み」でgivingの意なし）  
〝PF 26Zの言〟juげ叩（朗加u∂’さ〝ん♂ル∈ヰTE‘丁ルd．これはどうしても「逃  
れること」ではなく「逃れるすべ」なので、少からず迷いながら（臥的格的属  
格ぷβスouがっいているから）捨てる）一－「君汀・（06の鮎花月姉ゞ，』g 945の  
g〝βα咽，5中古 30，158のg打α始p・－「免 381のg打α月払（一見Alに見え  
るが、「胸壁」としての言方α裾J9を比喩的に使ったもの）－－rPア■ 480の印加膵  
（銑血叩d♂叩かJαリd〟丘叩dT（肌迷い方、捨て方において上記翫血明の場  
合と全く同じ）－』g1288の叩／J‘9．一夕F 44Sの〃卓〃¢柑（苦情を青うこ  
とではなくて苦情の種）－「鞄匹 235＊の殉此噂（この語は観念、時に女神と  
してしか現れない）－ぶ坤1009の0玩叩‘ゞ（＝0玩押α）岬アイスキコ・ロスに  
11回現われる押付はつねに具体的。「様子」「顔つき」「視野」「幻」など－  
ふゆ 715の打叩dppu叩と』g 556の両画壇ほ共に船体の付属品や部分。  
－C加 578の汀ゐ‘曾（「飲物」ホメーロスを除けば散文にしか現れない）叫  
ぶ申f 亜6の汀P抑d〃βα叩（〟ス／〃αぷ叩叩仰叩β血耶だけなら採るが、ここで  
は 即巧蝉 という動詞の目的語となっていて、〟ス∠〃那〃ゞ叩0げα〃卵♂∈‘曾で「梯  
子」を意味するらしいので捨てる）一戸F 488の符丁否♂J曾は、軸 273，615，  
4g1322の揮略，』g 886の♂頑中指，アイスキュロスに11回現れる町血明  
（上記No．19のものを除く）と共に、具体的なるが故に省く。以下5回現れる   
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で蚕√g，3回現れるT古画9，5毎 368の玩吋押明，5回現れる〆肌㌫〔伽  
97の頭略を省く理由は説明を要しない。  
4  
次はソポクレース。  
1．坤抑曾：4 265・花8T‘pα∂’動E～り毎用9αg押‘リ，ス卵0∠9；不定法  
で置き換え可能。B2。   
2．戯α略：ブナα 288．drリふβd〃α丁α／β勒汀α叩¢αZワリ～丁和dユ血相9・こ  
の戯肌噂はいわゆる原因を示す属格で、「∂涼〟叩α‘した故に」C。   
3．－：月毎 61．／ノんワリ屋加り丁印丁か∂’戯肌Wぎ〟臥「イーリオンを陥す  
手だてはそれしかなかったので。」Cf．Websteradloc．131．   
ヰ．ゐα〟坤J略：0月 218．d加かょ郎耶乱〝んα榊占叩ル〝α〟∂リ・「禍から  
救われるであろう」で刀2。この語の唯一例。   
5．血道血明：属J14が．ん0ゐあdんげ／9g即ル〃∂∂∈〆αぷα∬∂ソ．この関係代  
名詞ん‘流を受ける明確な先行詞はないから、恐らく上の文全般を指してい  
て「そういうことになれば」（Jebb血＝加を参照〉。「（そうなれば）不幸から救  
われることもなく」Al。この語がこの意味で使われているのも、韻文に現れ  
るのもこれが唯一の例。あとはアリストテレースに「分析」の意味で使われる  
まで用例なし。ただし動詞血αスJ山ほこの意味でも韻文でも広く使われてい  
る。従ってこのあ前山明には動名詞的な気持がかなり強いと見る。   
6．動画知：創 876．汀独ソ∂’乱∈ββ〃JゞT∂り言〃血0占打押dr‘ル軸ポル；こ  
れは採用するかどうか、甚だ微妙な所だが、目的格的属格もついていることだ  
し概念と見るにほ多少困難があるので辛うじてBZ。「私の不和α丁α救済法」  
と読んで捨てる人もあろう。   
7．脚 ：OC 829．汀8餌リスdβαβe血度β締り琴伽0丁‘批パ上記と全く同じ。  
B2。   
8・和即吟：OC73．〝α～T／ど打β∂9dリ軸∂9〟れ9j菖打0リ丁叩軸〟∈叩；「日の見  
えない人からどうか助けて貰うのかね」Al。これもーSis＋（言げ丁／）の形をとっ  
たために「一体どんな助けがあり得るのか」と強勢が加わった。   
9・βdげ‘e：7ケα 964＊、ぞん肌1■dp言ぞdダくえ09準でく9β血〔9・Al・β血亡9は3  
回現れるが、そのうちこの1箇所のみ、Long，申・正，73f．のみごとな分析  
に従って生かす。ぞん（ル‥．βd叩＝ぞん0‘囲んβU軋   
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10．－：罰′α 339．丁β∂〃丘丁ガリ∂’言〆打α♂α‘卵肌り；B2。ただしKamer－  
beek郎‖血．参照。  
11．－：邦吉 691＊．叩∂卯UPロリ0占〟g尤αリβd♂ル．この叩血叫肌は実にむ  
ずかしく、Liddell－ScottrJonesとWebsteradloc．はまるで違う解釈を与  
えているが、とにかく 丑1。  
12．gぷスu叩：0月 306．伽衝9r如‥．／んT‘汀叫¢叫言方スuαル〆明り乱∂ユー  
蝕み丁ク抽丁♂∂リ♂♂毎α丁〃ゞ，£～‥‥むju♂ルは不定法朗βめの意味上の主語であ  
る対格だからA3。これは詩語。散文に用例なし。悲劇でも、アイスキュロス  
の上掲PF 252とソポクレースのこの箇所のみ。∂ぷスd叫言ぷ肋〃αどという動詞  
ならごく一般的で、現にこの『オイディブース王』でも35（虔！紬昭α），1003  
（吉…£んげd四り）にある。  
13．言方dβ〝紺吋：OC 447．卓ぶでめ∂£gZ甜‥．∈汀叩儲♂臥由叩斤β∂〃α‘と言って さ′   
ないのでBl。  
14．卓打／♂Tα叩：励£ 225．打0スス如γaβむzoリ如伸TJ∂山リ言方〃汀血叩・上記と  
全くそっくりな例で、しかも今度は－Sisが複数になっているが、打0ユ適卓汀e－  
αTdβワリと言っていない（韻律は一応度外視して）のでβ1。韻文ではこれが唯  
一例。  
15．鍬押付：升α55．あ∂p占ゞ〝α丁＆∈拘撒・C。この語は韻文ではここと、  
ェウリービデースにもう一億所だけ。散文ではヘ一口ドトスが初出。ソポクレ  
ースとヘーロドトスはほぼ同時代人である。  
16．払略：且g 876．上記No．5にすぐつづく所。T∂ソ言〃∂リ‥・叩〆丁（ル／  
ぷ仰毎0ね払α‘90占方言リ£♂T‘gT‘・ここは写本上の問題がある所だが、我々ほ碩  
にOCTに従うことにしてAl。  
17．〃αTd仰α咽：胡12ヰ7．斤αTd蹄α叩r占リ0汀’鮎0摘y占曾リd叩U．Al。ア  
イスキュロスのNo．7の場合と同様非人称のおかげで表現が強烈になってい  
る。  
18．岬叩：戯 6糾．∂p恒り，0∂叩ゐ叩叩J咽・Al。  
19．－：0月 51）1＊．岬叩0∂〟g肝Jリdス甲叩冒・Al。 ／   
20．方丁中指：フナα230．膵T’gpr8UぶT申‘リ・〟T申√9＝躍如α＝丁¢叩rOリ∂〟血叩－  
〃αJ．それに〝αでdがついてC。   
2；1．裾¢′9：h 239．卵′♂r∂リ∂’み智／方d押r‘裾函∂パβ昏〟αが如‘βαリ・  
Al。   
22．スd叩：血f 597＊．0∂∂’毎∈‘j占“リ．召1。   
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23．一：月g 573．oB r如か抽J曾／皮ス句・Al．  
24．－岬－－∵OR 9Zl．ざ汀呵ス血（りでル’如～リ∈U町り冗0仰9・事2． ■′ヽ′  
25、－：静α1171．〃d‡紬りで血古平∈αでd柏相和～ユdα亡りで£ス由β“・B2・   
26．〃dβ叩曾：戯1032・孔はの加西勒叫＝β撼叩・もしこれだけだった  
ら、これがclause相当句の－Sis名詞であるかどうか疑わしくもあろうが、実  
はこれはα0～r＆βd〆Jヮ即90∂〟ざり√という前行のアンティゴネーのせりふに対  
するクリューソテミスの返事であって、両者は勿論対照している。そしてこの  
アンティゴネーのせりふは問題なくAlだから、クリューソテミスの方もAl  
である。   
27．押壷Ⅷ明：』乃f 718・∈みe鮎〃0∂〟α～〃£でdα丁α♂ル∂／∂ou・これは鋸〃¢  
を補って、叫壷に／炬血丁（肌9を与えよ、と言っているのでBl。   
28．で∠略：OC1329．丁¢∂’血∂〆で0∂〃∂D叩〃g〟α叩岬TOUで∠抑・C・ l′   
29．？ミ時9：勃f 361＊・月‘∂α〃ん0リ甲溌ル0占ぷ言方蒔拍∫・B2。これは全く  
のhapax．ホメ一口スに甲織9という形で3回現れるが、それが全部『イーリ  
アス』第10巻（311＝398，447）というのは意味ありげである。   
30．紳叫咽：rrα1212・？叩釣r‘で0‘甲♂んり叩0占γ∈り桓T‘払Al。   
31．中軸昭‥戯1031・上記No・26参軌Al。   
32．－：OC401・ヰ∂’dp‘j叩（どTJど♂dβαJ‘丘叫ん町「国の外にいる（私  
の）陶物明とは何か」とは「国の外にありながら、わしが何の役に立つの  
だ。」Al。  
以上23語32箇所。ソポクレースの－Sis名詞は全部で56語151箇所だから、  
Clause相当旬を作る－Sis名．詞は全用例中21％ということになり、その内訳は  
Al＝13，A3＝1，Bl＝6，B2；＝8，C＝ヰである。   
ここに採用しなかった語を列挙すると、一期押叩（劫壬 792），軸βα咽  
（OClO68＊），血αだん甲（9（OR 727），血血Tα叩（P蝕：276）10），βdむ9（計7箇  
所、すべて具体的な言葉、噂、評判、知らせ）、β血‘9（No8．9－11に引用した  
以外の箇所計9），rん∈叩（二けα 380）11），∂血叩‘曾（0月 681＊，乃α 426，佗7）12），  
∂J略（OR151勒eゐ8／甲‘ど（P㍍ 534・hapax），んβd〟叩‘9（月毎18・hapax），  
i7FαリdqTαqEg（An1533．hapaxpoet．），i7rlNTQ明（mi1344・hapax），PePT6・  
閏叩（劫f1236．hapax），岬／咽（封Ⅵ 266，月毎1050）18），躍如‘9（上記No・  
20以外のヰ箇所），〃dβ叩J9（乃・450，711），リg〝e叩（4箇所），如‘仰α叩（OC  
90，丘・258），0玩平明（』〝f 892，翔∫ 31）11），勒♂′ゞ（ヰ例），叩餌‘9（9例），   
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岬加西（47 70），叩句血明（j璃flO3ヰ，rrα 662＊），即刹壇（都 5叫，  
折正明（0月：634，7ナα1179，OC1233＊），Td紬（4ブヰ，OCl131），T‘β函  
（10例），T／♂′ゞ（4■ ㈹6，OC 229），卯品堅明（0月 66ヰ＊，タカ∫107恥甲d咽  
（35例）。  
5  
終りにエウリービデース。  
1．呵抑咽：旅c 314．百り叩α∂pα哺／J叩α印∂丁’ぷ♂押叩汀¢ス叩／仙  
で’み肌Jα．A2．   
2．αわ£咽：』〃d 384．耶叩反＝ス如αのりαgP打んで占押‘帥…α伊わ叩・召2・   
3．αわ♂甲〃ゞ：都 290．αみβ押9r＆β品／〝d応で伽β叩α／αり呵〃dT肌ノ路  
抑鋸β桝m萌．「他人のでも 打毎αでαのα払♂叩‘曾が人々をさいなむ」「他人の  
冗如αでαでもαん畑血αすれば苦しい」Ⅰ‡2。   
4．＆払叩：月盲cl135．紬耶町恥神町伽嘩成仏朋阜飢血明は∂打Pか  
で叩にかかる属格で「トロイアが陥ちるのではないかと思って」力も   
5．－：都1024．打Jス紬ど皮ス鋸ル鐸Jd〝e川曾．B2・  
／  6．あ〟押J9：5毎18・P∂∂’あαわ∈抑∂戚りα‘β‘加u軋あα叩£叩がここ  
でどこまで概念化されているのかが分らないが、ん叩血（実際には中動相血一  
叩叫α‘の方が多用される）を避けて血α／β紺‘リ∂0∂リα√としているのでBl。   
7．－ ：Or 004．pリス血αUリ∂♂T‘αりんα／p打払「∂卯‘αをん叩哩α‘す  
る時を待ち受けていたら」B2。   
8．dリ血αU叩：月中190．仰∂ぶg即‘打んuリdリ壷αり咽■「汀ん即が血折α占山  
することがない」のでAl。   
9．あd折α叩：fr．340．3．丘～冒血血丁ααル∂‘〟帥打叩αん弘「血〃打砕‘する  
に至らしめる」Ii3。  
10．血叫岨叩：血 569．ざ9〃占りゆん坤紺ル飴∂9‥・叫，αりど・「お前を首尾  
よくん叫前側させて下さった」Ⅰ主3。  
11．d汀蝕′如：月中1％．∂‘滋‥．ク∂方d打∂∂どか細り∂汀d rα／称 丁血∂打∂  
rα／耶という属格を伴っているだけ概念化は乏しいわけで、「ゐ0∂∈／仙U〟‘され  
ないのでは」でC。  
12．あんTα叩：月中 277．品ば〆めあ壷珊…β毎 C。韻文での唯一  
例。   
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13．∂‘dん♂‘9：劫0 435．む♂£T£ん£どで伽∂e∂Jdju♂J9斤α〟∂リ．A2．  
14．∂路α如：月壱c 601．塾£J‥．∂／蝕如言♂肋∂．Bl・プラトーン以前では  
これが唯一の例。  
15．鈷叩明：月壱d 746・ぁてル∂’ん郎紬‥．／e坤uズ／α9∂∂明略・「叫軌な  
者は吉相u郡だと思われるものだ。」Al。  
16．－－：九1602．み’尋∂血ワ叩首β肋りが払9転ガ・この∂∂叩叩とは具  
体的には、よい子を得たと信じることで、それがクスートスをgx山するとは、  
クスートスにそう信じさせること。A2。  
17．eわゆ9：戯1085・でaγ毎〟α花＆柑pd∂叩〃αTO～9言♂β加勧り∈ねゆリT，  
毎払 先例が続刊加を持つ、とは「注目される」ことでBl。韻文散文を通  
じて前ヰ世紀初までの唯一例。  
18．鮎β即‘ど：肋d 279・〝0占ぷg餌ル鮎甲g‥．錠βα咽．要するに皮叩から  
ざぷβαん山することができないということでAl。  
19．錠β紺J9：血 956．0∂∂占如がeJ♂0／r‘どむ♂打JリTg〝リ8U；む♂∈咽T∠仙¢りと  
いう成句があって、ここもそう読むべきならば、これを取上げるには及ばない  
が、「子を捨てたこと」と読めば丑2。   
20・んガスボ‘9：励g 549・吉相スポル如ルd押J／αリアe叩∂肝／♂押丑2．   
21．言方αん£叩：7ケ∂ 418．』〝£∫’ん£勒〟α～卯叩助言汀αル‘♂∈Jぐ／．‥汀叩α－  
∂／∂叩ど．翫J∂叩も言方αん甜J9 も複数になっているが、特に 言方αル‘♂古J9 の方は  
「ほめ言葉」であるよりは「ほめてばかりいること」と発しいのでB2。   
22・言方dp〟£叩‥月壱c 758．でん’如和∈～9e汀α叩グル柑ス碕；B3． I′   
23・瑚でり叩‥q′C14．α納＝αT良明丁叩肌C．   
24・符‘9：乃0 396・〟α～T由’』ズα瓜雄和わ頑ね紬．「アカイア人が来た  
ことが・‥」A2。前4世紀初までこの箇所の他にこの語の用例なし。   
25・瑚pαα‘ど：上記No．2を参照。   
26・〟肋‘9：乃ク113・∂d卯叩9gγdT恥β叩血毎岬＝和郎帥ん拓明  
永飢血叩α‘，り釦’ん押印β0ねス‘叩0肌でα鮎わ’，「運命の重さにひしがれて手  
足を横えているみじめな私」D。   
27・叩わ‘ぐ：hlO36．卯d；e♂ヰr毎ヰ岬／咽．Al．ェウリービデースには  
この他に5例の叩／叩が現れるが、そのすべてが「パリスの審判」というの  
は甚だ目立つ。   
28・叩妙9‥助‘955・叩坤ガJa印材ル軌げe坪UPβかαどズ〆仙B2。  
Dodds郎＝加．参照。   
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29・両町叩：軸 419・∂r丘β脚川ぐ〃呵叩‥．∂／ゐ化B2． ノ   
30・－：－915・∂ど∂dげ〟打αり吋e‘リd伽血相が血〃呵…〃∂〟如‘．別．   
31・－：軋 910＊・鋸βご叩＆けどgで和／み叩／耶g仰〝dβ叩臥Bl．   
32・／㍍d即αのど：旅c1266・汀釣∂，8わβα仰や和丁和g〃和〃打血Tα抑；  
丑2．   
33・乱野晒‥』gc 334・丁伽∂’勒♂ビン∈牝叫αJノ鮎口貪r£リ‘♂触√．A3．   
3ヰ・－：且血d 254・（ここはあなたのお父様のお国だからお父様のお館も  
あれば）β／oぃで’おり叩‘9〟αJ〆jαソロル〃リ♂／α．Al．   
35・－：－618・〟α仰∂r丘p血∂p∂9∂好物即＝鮎毎∫．Bl．   
36・【 ‥月中 75統 ∂スeリ∬∂打呵柁∬閏♂／α／叫叫琉，‥．／言汀J押げαゞ  
言′血ノ動αげ♂αリ∂神仙リd冗’0む叫／柑∬0リ叩甲打dTαリβリαα肌これは甚だ訳しに  
くい文章だが、要するに「汝は私たちのお妃を仕合せなお家から、不幸に終る  
婚姻を楽しむように、船よ、お運びしたのだな」という意味で、鮎αのりは我々  
の俗な理解によれば前の全文と同格、Barrett adloc．によれば‘internal’ac－  
CuSative（恐らく Barrettの理解は正しい。さもないと0玩aJリの所で文が一旦  
切れてしまう）。こういう対格のための分類を我々は用意していなかったが、意  
味の上からB2としておいて、そうひどい誤りにはならないだろうと期待す  
る。   
37・－：月ゼC1231．ズβり即りで仇り略8な打αr，打α露‘曾で£げβ／・A2・ 〈IさI  
38．御座：几無痛173＊．汀伽ぷり言9埠‘リTa〃和打言pαリ／揖βα．‥；丑3。ね  
御用一という旬はエウリービデースには多く、この他劇物 775（ざ拙句，戯  
1237＊（g9甲αレ叩血／坤りβαん仙♂‘仲川ねル），∫r902（g朋んT耶8～9坤‘り〆一  
九ル），揖．1212（仰臥’武郎加肺臓毎），Or 513（言9∂押d沌ル〃より堰ル88∬  
該ル打叩飢），月αCl之57（丁∠9α∂で∂リ∂e∂〆鮎埠Jリeど甘言〃か／〟α肋∈ほり‥・；），  
J』998（αか花α露’葦αr’堰ル£～9言〃か〉みな同類である。またこの句以外で  
用いられているβ函は31例、全部ここでは採用しない。  
′  ヰ6．汀叩αん£♂∠9：励g 316．占9打めリg四e′ゞ〃∂鮎り琴汀α四‘リ£耶り；B2・   
ヰ7．叩ゐ吋柁∴動ば 685．琉印南ゆ＝倒如如拙娘・B3・   
48．－：OrlO21．d9〆～∂0紬’んざ押肌m／汀αシU♂T（壬叩り叩∂げ0¢ル葦占一  
打ワリ押∈り伽・丑2・   
ヰ9．叩d叩甲叩：月βJl166・gリ£〟’卓〟和叩0叩か拍9・「私が御挨拶できますよ  
うに」でC   
50．－：J』341．∂∫∂0♭ど叩ん門口ル弼9汀鮎‘・「誰にでも吹から次に話し   
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かけ」とB1   
51．両脚叩：ム4 35ヰ，1128，軋 606・いずれも、げdrxuαル∈Jズe9（きかリT印，  
毎‘）という句をなして「取り乱ナ」の意。Bl。   
54．♂J〃βα仇棺：』批7 423．e～9郎〃βαα‘リ∂基ズβ窄り♂e汀α露ααか躯肌B3．   
55．｛ ：ぶ坤 739．凱∈0〟ス‘ou9で∈♂d〃βαmり肌叫品皿・Bl・   
56．－ ：P加 85．∂d9∂占♂d〃βαげルT‘ぷ川J9．Bl．   
57．－：－587．〝α～∈d〝βααん丁ル’0～∂／打仙丁‘仙叩∂dでe．Bl．   
58・グリン血でりα‘9‥力 535・丁んααリリ血叩Jル；この前後は（529－562）いわゆる  
‘antilabae’、つまりiambos の1行を2人の人物のTT発止の問答で2分し  
ている箇所で、従って文章は簡潔で省略が多い。でんαげル血丁叩ル；とは「どの  
ような出逢い（をした者のこと）をか」ということで、それは「どういう出逢い  
方をしたのがそう（とは「あなたの息子」）だというのか」ということ。不定法  
の意味上の主語としての対格に準じるが故にA3。なおこの語を韻文で使用し  
たのはエウリービデースのみ。   
59・丁‘β¢‘9：q′C 522・両脚明（sc・鮎毎）餌恒御伽パ＝神西（sc．∈んα‘）  
B3。   
60・岬 ‥肋d 202＊，』刀d 94，fr．897．5はいずれも頑中パ料（レ）とい  
う句をなしてお1。   
63・一‥以上の他、貪殉ゆ＝廟（JT 797），永司坤ル和独（朗β195）  
は月3。   
65・－：さらにTgP¢ルユdβα（創0 316），伽‘T‘沖パ〝βαス∂卯ミリ′（升∂  
635）という句もある。B2。   
67・で／咽：月混1013・でJ叩丁（aリ∂’言肝∠T碕丁£叩T‘β0‘9／〟α～TO殆乱α鮎り  
打鮎ルdリββd打叩・で伽∂£ というのが何を指しているのかは明聴でないけれど  
も、恐らくこれ以前の文章で言われたことども、つまり、何かなすべきことを  
なさずにいる（いた）こと。丁／叩は報酬、仕返しだから「罰」と訳して構わな  
い。「地下の（死者）でも地上の（生者）でもすべての人間には義務怠慢の罰があ  
る。」つまり、「およそなすべきことをなさない人間は、今生きている看であれ  
もう死んでしまった人間であれ、罰を受けるものなのです」Al．Dale（‡dね√．  
を参照。   
68・∂汀∂〃叩叩：OrlO32・g9∂d甲α汀叩β〃ed仙α，ぬ叩り毎＝α〝伽．占汀∂－  
〃叩J‘9を与格にして「思い起させることによって。」このように前置詞を伴わ  
ずに手段の与格によって副詞節相当旬を構成するというやり方は、散文で大変   
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盛になる。C。  
以上36語68箇所がエウリービデースのClause相当旬に用いられた－Sis名  
詞である。彼が用いた－Sis名詞の総計は82語338箇所だから、Clause相当  
句－Sis名詞の比率は全体の約20％ということになる。内訳はAl＝7，A2＝  
5，A3＝2，Bl，B2，B3いずれも16，丑4＝1，C＝4，D＝1である。   
ここに取上げなかったエウリービデースの－Sis名詞を列挙する。一和昭  
（R加 417），αg岬∫9（ム41364）15），d抽咽げr．15．4．hapaxpoet．），d汀d叩柑‘9  
（h977），南瓜助昭（且声1370，∫r 454，月払J77。詩では他に用例なし）、  
β絶ど（すべて6箇所）、β血‘ど（すべて10例。詩語）、伽政明（h4乃・19），rん£一  
明（軋ヰ72．17），∂抱ぐ（ム41282）18），∂Jdr地相Jど（月中 696，9Z6），∂J咽（4例）、  
∂Jリα咽（ヰ例。詩語。散文の弘明明），g♂βαの写（JrlOl），鮎βα叩（肋d2フ9）17），  
g〟β即吋（助c 740），んβd押印（fr、2ヰ6・2），古川叩（月壱g136＊），言方α裾∠9（すべ  
て5例）、ざ打／∂即紬（月な0 871．散文語）、g甲∈如（fr．599），～打方∂腔α咽（』Jc 593，  
fr．771．5．他に用例全くなし）、にα丁（垂加咽（宮古 393），〝α丁如丁α咽（年例）、印加明  
（fr．779．2），印加（No▲27参尉、岬血丁即Jゞ（伽1003，汀816，h5叫，  
リ‘〃∈咽（0γ1362＊，fr．10側．4），！ん山叩（月下 965），‘句叩（fr・糾3・散文語）、  
諦叩昭（fr．487），β叩咽（∫r 579，月αC ヰ73，h61），ざ¢棺（No・38参照）、  
叩皮紬（5例）、研げd〃βα咽（5例。梯子を意味する詩語）、叩血βα略（都ヰ89，  
乃0181），印南里壇（月壱g 636，0γ 3郎，952），叩∂pα叩（9例）、画鋲（月毎  
1256）パ頑函（7例）、折血明（10例）、げ血相吋（8例。うちOr 396は「良心」  
という意味での初出）、♂占卯α叩（月kr 415，劇♂1088，坤 983），丁ぬぐ（15  
例）、ヰ画壇（Nos．60－66のように旬を成さぬ場合S例）、璃門卯＝旦162・2），  
占汀d♂丁α叩（月αC 749．辞では他に用例なく、散文でも補語）、鞘血判昭（軸  
216パー．739．2．詩では稀）、？以α如（月毛J506），？d咽（64例）。  
6  
まずはじめに、今まで見て来た3人の悲劇詩人の、Clause相当旬に用いられ  
た－Sis名詞の種類を、表にしてまとめてみよう。ついでにホメーロスのそれも  
ー緒に表にしておく。   
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アイスキュロス  
ソポクレ【ス  
エウリービデース  
計  
この表を見てすぐ分ることは、各作家によって数にかなりのばらつきがあるけ  
れども、合計する 
のは、その「ばらつきがあるけれども」ということである。ばらつきがあるか  
ら合計など出してみることには大した意味はないととるべきか、ぱらつきがあ  
るけれども合計するとこうなって、これに意味があるととるべきかである。前  
者の見解の根底には、－Sis名詞の用法（そして恐らく一般に抽象名詞の用法）な  
どというものは、作家それぞれの個性や好みによるのであって、それ以上に何  
か一般的な説明を与えようとするのは聞達いである、という認識があるだろ  
う。そしてこういう考え方を全面的に否定することはできない、つまりこの考  
え方には少くとも一部の真理があると認めないわけには行かない18）。   
この場合散文を参照することが有益であるか無益であるか〟いずれにして  
も今悲劇詩人についてやったように、一つ一つの用例を検討することはここで  
はできないが、凡その所は示すことができ、それを参照することは無駄ではな  
いと信じる。   
散文の中でも一番詳しく知りたいいわゆるソフィストについては、余り多く  
を知ることができない。Diels－Kranz，qE）・Cit・，BandIIの巻末が唯一の典拠だ  
が、そこで見出される－Sis名詞は28讃しかなく、それも1人のソフィストの  
でなく、ブロータゴラース、 ゴルギアース、ヒッピアース、プロディコス等々  
数人の文章から採られたものであり、その上、この半数はDiels－KranzのA、  
つまり他の著作家による引用（それもquotationではなく Citation）からのも  
のである。そして、我々が調査の対象としている Clause相当句を形成する  
－Sis名詞というとまたまた数が限られて、この数を数えることに意味がある  
かどうかも疑わしい。言えることは、AlとBlとCが幾つかづつ、あとはな  
し、ということで、この三つの中ではCが一番多いとだけつけ加えておこう。   
へ－ロドトスやトウーキューデイデースについては、もっとはっきりしたこ  
とが言えるだろう。ヘーロドトスで最も多い、それも断然他を圧して多いのは  
Cである。その次がA3とBlでこれはほぼ同数。しかし、その次に多いと   
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言っても、A3はCの半数以下である。そして以下Al（これはA3の8割  
位）、B2、B4という順序となる。そして非常に面白いのは、ヘ一口ドトスと  
あれだけ文体の違うトウーキューデイデースでも、Cが最も多くて次がA3、  
Blだという点はへ－一口ドトスと同じだということで、これほ覚えておく価値  
がありそうである。   
所がCが最も多いというのはプラトーンでもそうである。次がBl、次が  
B2、次がAlとなる。   
そこでどうなるか。詩人の場合と対比してみると、少くとも次の2点は確実  
なこととして言える。第1は、詩人にあっては数にかなりのばらつきがあった  
にせよ、合計すればAlの用浜が最も多かったのに対して、散文作家の場合は  
歴史家であれ哲学者であれ、Alが最も多いという者は一人もいない、という  
こと。第2は、詩人では殆ど日立たなかったCが散文では断然多くなった、  
ということである。勿論Alが減ったとほ言っても、これは比率の問題であっ  
て、絶対数はプラトーンのAl－Sis名詞は、例えばソポクレースのそれより  
は遥かに多い。しかしプラトーンではそれ以外の用法の方がまた遥かに多いの  
である。  
7  
文体ということから言うならば、より一層重要なのは上記の第1点の方だろ  
う。つまり、詩人たちにあっては、－Sis名詞をcopulaないしはそれに近い動  
詞の主語として用いることが最も多かったが、散文作家では例外なくそうでは  
ない、ということである。   
むしろ、考え方見方としては、詩に多かったものが散文で減ったと見るより  
は、ギリシアでは散文よりはずっと歴史が古い韻文に、Alのような、文体と  
いう点から言うならばかなり高度な抽象名詞の使い方定行われていた、という  
ことに驚くべきなのかも知れない。そう言えば、私にとっては－Sis名■詞につい  
ては幾つかの驚きがあったが、その中で、例えばホメーロスでは－Sis名詞は語  
りの部分よりは登場人物のせりふの部分に多いとか、悲劇では、合唱を主とす  
る拝情的な部分よりも、役者のせりふの方に－Sis名詞が多い（証（8）参照）とか  
いうのは、みな意外なことだった。（両方を通じて「せりふ」に－Si5が多いと  
いうことは何を語るのか、これほ－iaだの－maだのをまた調べてからでなく  
ては言えないが、とにかく何かを語っていそうだぐらいのことは予告しておい   
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てもいいと思う。）   
Alの用法がいろいろの効果を挙げ得る中で、やはり一番重要なのは、それ  
が非人称の文章になるということで、そこから出て来る最も重要なことは、上  
に見たように、一方では一般論的な物の言い方をするということ、そして他  
方、そのおかげで甚だ微妙な強勢文を作ることができるということだろう。こ  
れが現存する最古の文献の中にすでにある、ということは確かに驚くべきこ と  
である0 
1巻に1箇所にすらならず、「たったの」という形容を付するに催するかも知れ  
ない。しかしその成立の古さを考えるならば、たとえ1箇所でも驚くべきこと  
だと私は思う。   
今日の定説では－Sis名詞の発生は、ギリシア語ではなく、印欧語まで湘るこ  
とができるという。しかしそれはあくまでも語形、語彙についてのことであっ  
て、そういう印欧語の －Sis名詞がどういう使われ方をしていたのかは分らな  
い。他の印欧諸語での－Sis類似名詞の用法を比較することによってある極度の  
推論はできるかも知れない。しかし文学語としてのギリシア語の歴史の最初に  
立つホメーロスですでにAlがごく普通の用法としてすでにあることは肝に銘  
じておくべきで、以後散文に至って－Sis名詞はその語彙をも用法の幅をもぐっ  
と拡げるのだが、それは－Sis窄．詞を前置詞の目的語とすることだったり、不定  
詞の主吉膏に据えることだったり、絶対属格の中で用いることだったり、要する  
にすでに完成したものとしての抽象名詞を応用することでしかない。これは抽  
象名詞の使い方が熟したのであるよりは空間的に幅が拡がったということだろ  
う。それに対してAlの用法は熟した用法だろう。そうした熟した用法がはじ  
めにいきなり出て来てしまったことに私は驚いたのである。これが例えばヘー  
ロドトスの8．54でクセルクセースが、アテーナイを占領したことを知らせる  
ために、スーサの都に騎乗の使者を送った（都〆ワど㌫さ打叩¢∈占9ヱ0おα度rr∈j加  
～打打払）と書いてあって、そのすぐあとに、「その使者を送ってから2日目に（と  
は実はギリシア語の習慣ではその翌日に）」という所を血∂∂基で和汀‘〃¢′0ぐr8β  
〟如u〟叩∂euT‘州毎≦仰と書いてあるのを見れば、動詞から派生する抽象名詞  
の最も基本的な使い方を見たような気がするのだが19）、我々の分類に従えばこ  
れはCであって、散文の時代になってから大いに使われ始めた用法なのであ  
る。   
しかし他方、不定詞でさえ20）すでにホメーロスにおいて自由に文章の主語に  
なっていることを思うならば、－Sis名詞が主語になるのは当り前のこととも思   
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える。そしてこれが主語ならば動詞はCOpulaあるいは不完全動詞になるのも  
当然だと言えるだろう。なぜなら、もし自動詞にせよ他動詞にせよ、完全動詞  
であれば何らかの動作を意味するはずで、それなら－Sis名詞が何らかの動作を  
するという文章を書くことになって、これは擬人法である。然るに、もともと  
抽象名詞を‘personal’に使うということを余りやらないのがギリシア語の特  
徴の一つであるのに21）、その抽象名詞が－Sisではますますそういう使い方はや  
りにくいはずで、だから我々の分類のA2はAlに比べて例が少いことにな  
る。そして、別に抽象名詞の使い方が熟していなくてもいいのだということに  
なる。   
そこで前節はじめの表の中の数字のばらつきというのが思い出されて来る。  
今Alにのみ的をしばって見ても、例えば同じホメーロスと言っても『イーリ  
アス』1ヰ、『オデュッセイアー』3というのは明白な違いである。両詩の作者が  
違うとか同じとか騒がれ出してからどれだけ暗が流れたか。そして同じ詩人の  
作だと考える人でも、明白な遠いというのが幾っかあることは認めているわけ  
だが、今の－Sis名詞の使い方というような、ある意味では些細と言ってもよい  
点にもこうした明らかな違いがあることを知れば、やはり詩人が違う可能性を  
否定することは容易ではないと考えないわけには行かなくなる。悲劇詩人の中  
では、アイスキュロスとエウリービデースはAlにそれほどの関心を示しては  
いない。ソポクースはそれを示している。   
つまりこういうことなのだ－－Sis名詞を主語として使うことそれ自体は別  
に文章技術の巧みさでもなければ円熟を示すものでもない、文革を作るほどの  
人なら誰にでもできた普通のことだったが、特にそういう構文を好む人、それ  
の巧みな人というのがいて、そういう人がこれを使うと、我々をびっくりさせ  
るような絶妙さを発揮することができる。   
これ以上何かを言うことはむずかしい。恐らく弁論家の文章が多くの適切な  
材料を提供してくれるだろうと期待される。そこで次はいわゆる‘Atticorか  
tors’っまりアンチイポーン、アンドキデースから始まって、リュシアース、  
イーソクラテース、デーモステネース、アイスキネース等について見ることに  
なる。これには大変な量の文を読むことになるが、これらの人々の文章は、読  
まれるよりも先にまず開かれることを期待して書かれたという点では叙事詩や  
悲劇と同じだ、という利点をもっている。   
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1）K仏hner－GerthやSchwyzerの文法書は無論だが、この他に A．A．Long，Lan－  
guage and moughlin Sophocles：AStudyofAbstractNounsandPoetic Technique  
（London，1968）は是非参照すべきである。表題が示すより遥かに広い範囲に眼を配って  
おり、解釈の上でも学ぶ所が多い。また、この著者が参照した論文の中で、R・Brown－  
ing，‘GreekAbstractNounsin rsis，・tis’，PhilologuslO2（1958）は基本的な問題を扱  
っている。   
2）LoI唱，ゆdL，6ヰ且，69，87参照。   
8）プラトーンについては、『審簡』と偽作、あるいは偽作を疑われているものを全部  
割愛した。  
l）各作家の・Si5名詞の使いぶりを一層よく示すのは、語数よりは延べ語数、つまり  
何箇所で使っているかという数の方だろうから、それを掲げる。ここでも括孤内の数は、  
許ならアイスキュロスを、散文ならヘ一口ドトスを基準にして、それぞれ何箇所で－Sis  
名詞を用いるはずであるかを示す目安である。例によって目安以上のものでほあり得な  
いことほ言うまでもない。  
???【????】???????????（（（（?ー?????????????????
ホメ一口ス  
アイスキュロス  
ソポクレース  
エウリービデース  
アリストバネース  
ヘ一口ドトス  
トウーキューデイデース  
クセノポーン  
プラトーン  
388   
700 （291）   
564 （601）  
4，039（1，351）  
悲劇と比べれぼホメーロスの－Sis名詞使用頻度はかなり低い（アイスキュロスの約409乙）  
ということ、アリストバネースも少な目だということ、プラトーンの－Sis名詞使用頻度  
は抜群に高く（へ一口ドトスの3倍以上）、トケーキューデイデースも相当高い（ヘ一口ド  
トスの2・4倍）ということがまず目につく。93貢に掲げた語数の裁と対照するともう一  
つ目立つことがある。それはプラトーンとクセノポーンについてである。その場でも言  
ったように、クセノポーンはこの時代の作家としては－Sis名詞の語彙が乏しい（へ一口  
ドトスの55％）。しかし使用頻度という点から見ると、相変らず少な目ではあるが、目を  
むくほどではない。どうしてこうなるのかと言うと一最も極端な例を一つ挙げる。『ァ  
ナバシス』で使われている－Sis名詞はわずかの17語であるが、延べ語数（使用箇所数）  
は76である。所が、「戦列」を意味するT妬ゞが33箇所にも現れ、従って凍りの16譜  
がヰ3箇所に現れるのである。『キューロスの教育』もほぼ同じで、－Sis名詞30語125箇  
所のうち、69箇所すなわち過半数をでdf‘91籍が占めている。   
プラトーンについては少しあとで紹介するが、作品ごとの－Si写名詞使用頻度にはかな  
りむらがあるとだけ言っておこう。概して初期の作品にはそれが少く、晩年のものには  
多いと言える。   
ら一 語形がより一層語源に近いものは歴史的にも古い、とは必ずしも言えないという  
ことは周ねく知られた所だろう。一Sis名詞について言えば、例えば頭押明はdリα－  
が四咽や血頑向叩よりもずっと新しい。dリαX．はへ－ドロトス、㌫牲はトサー   
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キューデイデースに見られるが、が押椚 は紀元後3世紀が今の所知られ得る最古の使  
用例である。しかしこれなどは事情は単純で、なぜそうなのかの説明はすぐつく。血α－  
が神明は正伸咽にdリα－をつけて造られたのではなく、Z町屋αにかα－をつけた  
血αz叩占び（共にホメーロスにすでにある）から派生したのである。もっとも、それでも  
頭押印の出現が非常に新しいと事実は変らないわけで、なぜそうなったのかの説明を  
別に必要とするかも知れない。   
紬）参考までに、各作家の－Sis名詞の1静当りの使用回数を示すと次の通りである。  
Hom・＝3．4，Aes．＝2．0，Soph．＝2．7，Eur．＝4．1／Her．＝3．5Thuc．＝3．6，Ⅹen．5．9，Plat，＝  
11・5・散文でも歴史家はそれほど大きく詩人たちと適わないのに、プラトーンとなると大  
変な遠いで、彼の－Sis名詞はそれだけ概念化されたものが多いということである。   
射 FraenkelddJ肱によれば、0∂〟g伊T’ぷ加∈J9という文は『イーリアス』22．270の  
0∂TO‘gT’gαβ’占方丘加納をモデルにしている。Fraenkelほどの人が言うことなので、  
まず借用してかかるべきだとは思うが、主語が紘読ん如 とぷ加ぞ柁、動詞が共に言♂で‘、  
そして共に否定文、しかもアイスキュロスのぷん餌は後にも先にもここにだけしか使わ  
れていない語だとなれば、模倣ということを考えてもよいのだろうか。無論その可碓性  
はある。しかしそうでない可能性もある。   
T】この行数を示す数字の右肩の星印（＊）は、この箇所が合唱やコンモスのような詠唱、  
つまり役者によるせりふの部分ではないことを示す。以下この星印つきの箇所を追って  
行けば分る通り、－Sis名詞はこういう歌舞よりはせりふのカに断然多いことが分る。   
8）Long，坤．亡∫f．，63且参照。   
g〉 Denniston－Page劇＝血．を参照。  
10）websterddわc．はこの箇所およぴすぐ前に挙げた0月1518について適切なこ  
とを述べている。このように長い綴りの抽象名詞を同属目的語として用いるのは‘emo－  
tional’な効果を生む、というのである。  
11）ここではr占り∈♂‘ぐがrんE♂‘りと対格になっていて、‘bybirth’という意味で表れ  
ているが、こういう語法が成立するには、r占り紺′9がまず「生れ」という概念として完成  
していなくてはならない。声明甘を1品矧 という与格で副詞的に使う（これは散文、と  
くにプラトーンに非常に多い）などというのも同断。  
12）コ7α 426についてはKamerbeekαdわ亡．を参照。  
18）朗flO50についてはWebster扇り“．参照。∂∫〟αJ伽り〟drα摘リdリ∂p釦叩～叩  
という旬を書いた時、ソポクレースはふとアキッレウスの武具を求めての争い、∂打ス甜り  
甲南明 という旬を思い出していたかも知れないと言っている。これも、そうかも知れな  
いし、そうでないかも知れない。  
14）mi31について、Websteradloc．：＝The force of the abstractis“a place  
where one ⊂Ouldlive．‖I  
l占）ここではアキッレウスが叫画誠一舘錮と言ったのを受けてクリュタイムネース  
トラーが細仰心 α恒皿 と言っているので、この叫胴明には動詞的要素が多分に  
含まれていると考えられる一方（現に呉茂一駅では「人殺しに選ぼれるとは、罪なことで  
はございませんか」）、相手が動詞（分詞）で述べたことを名詞に直して受けたということ  
にはそれなりの意味があるはずで、それを読む方でも一遍動詞に還元してみるには及ば  
ないと考えて割愛した。  
18）∂∈郎〃∈紬∂g∈ル払α8∂占∈αβαg ZP∈dリ・ここには勿論言葉の戯れがあり、∂占f‘りな  
どという目的語はなくても意味は分る。従ってこの∂j録は意味ではなく ∂£ぞ一 という   
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alliterationによって聴く者の耳に切実な印象を痍すために用いられたのである。  
17）この～ぶβα略は「逃れること」という意味にとれそうでとれない。まず形容詞が  
∈紘p占抑Jで叩で、これはβd∂‘09とは違って¢∂一叩叩8∠JT叩、つまり「近づき易い」と  
いうこと。さらにg〟βα叩は勿論のこと、動詞ま嘩扉川でも、（プラトーンなどほ後に  
「魂が肉体からさ斤βαん印する」などと育っているが）エウリービデースの時代までは「下  
船する」という意味でしか使われておらず、従って今のプラトーンの例などはすペてこ  
の語の比喩的な用法である。ここでは「容易に近づける下船地」ということだろう。  
18）抒情詩に全く限を向けないのはやはりよくないとは思うが、拝借辞は余りにも断  
片的でありすぎる嫌いがある。そこで長いまとまった文が見られる二人の辞人、ピンダ  
ロスとテオダニスに眼をとめると、二人合せて、Al＝6，A2＝1，Bl＝S，B2＝4，召ヰ＝  
1となる。これを上の表の計に足ナと、詩でほAl＝48，A2＝6，A3ニ3，Bl＝31，丑2＝  
44，B3＝18，B4＝2，C＝13，D＝1となる。   
川 このような、まず－Sis名詞の派生源となった動詞が出て来て、その直後にそれを  
－Sis名詞で受ける文章が特に目立つのはヘ一口ドトスである。トウーキューデイデース  
にもこういう番き方はあるが、へ一口ドトスほどには目立たない。プラトーンにもある  
（恐らく誰にもあるだろう）。しかし時々あるというだけのことである。彼の場合は事件  
を叙述しているわけではないので少くて当然である。のみならず彼は－Sis名詞を主とし  
て概念を表す語として用いているから、－Sis名詞は単独に現れるのが普通である。この  
点で変わっているのがクセノポーンで、彼の文革では先に・Sis名詞が出て来て、その後  
にその派生源である動詞が現れるという文章がしばしばある。   
20）不定法「でさえ」というのは、不定法ももとは‘verbalnoun，であったというの  
が誰もが認める所であっても、それは印欧諏の段階においてであって、我々が知ってい  
るギリシア語ではすでに、不定法と一Sis名詞を比べれば、不定法は動詞的な度合が漢厚  
であり、－Sisの方は名詞的度合が動詞的色合を抜いているのが事実なので、「そういう動  
詞的度合が強いて不定法でさえ」という意味である。   
しかしこの適いは時に甚だ曖昧になることがあって、本稿のはじめでもちょっとその  
点に触れた（92頁）。このことを大変みごとに示してくれる文章がへ－ロドトスにあるの  
で紹介しておくと（5・35・2－4）、これはOCTでわずか1ヰ〝5行ばかりの文章だが、そこ  
にdp／αでワ〃‘という動詞の不定法が2箇、それの－Sis名詞が3簡便われていて、そのう  
ち－Sis名詞1箇を除けば、あとは全部交換可能である。   
空1）J・D・Denniston，Greek Prose SlyLe（0Ⅹford，1952），23ff．参照。我々の分類  
Al－Dのうち、主語に当るのはAlとA2、目的語に当るのはBlとB2なので、こ  
れをA同志B同志それぞれ足し合せると、A＝47，B＝66となり、そのAとB をさ  
らに足し合せると113で、これは詩人のClause相当句用－Sis名詞の76％に当る。如何  
に‘verbalIlOun’というものは主語および目的語として用いられたかがほぼ見当がっ  
く。と同時にAはヰ7で丑は66だというのは、やはり主語よりは目的語になる方が詩  
人の場合でも普通だったということである。   
